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令和５年第４回太地町議会臨時会会議録 

○開会期日  令和５年９月２９日午前９時００分 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○会議の場所  太地町議会議場 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１０名） 

   １番 漁 野 尚 登 君      ２番 森 岡 茂 夫 君 

   ３番 海 野 好 詔 君      ５番 久 原 拓 美 君 

   ６番 塩 崎 伸 一 君      ７番 三 原 勝 利 君 

   ８番 筋 師 光 博 君      ９番 花 村   計 君 

  １０番 水 谷 育 生 君     １１番 福 田 忠 由 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員（０名） 

   な         し 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席した事務職員は次のとおり 

   事 務 局 長  漁 野 チエミ 君     書    記 松 本   悟 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長  三 軒 一 高 君  副 町 長  漁 野 洋 伸 君 

会 計 管 理 者  執 行 貴 弘 君  総 括 課 長  久 保 亨 一 君 

総 務 課 長  由 谷 陽 久 君  住民福祉課長  下 津 公 広 君 

住民福祉課企画員  稲 藪 江 美 君  産業建設課長  山 下 真 一 君 

産業建設課主査  井 上 正 哉 君  教 育 長  宇佐川 彰 男 君 

教 育 次 長  漁 野 文 俊 君  

 

  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会期の決定 

  日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

  日程第 ３ 町長の提案理由の説明 

  日程第 ４ 議案第３７号 令和５年度太地町一般会計補正予算（第５号） 
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△開  会  午前９時００分 

○議長（福田忠由君） 

  おはようございます。開会に先立ちまして、議会運営委員会委員長より、本会議の運営に

ついて報告いたします。筋師委員長。 

○８番（筋師光博君） 

  報告いたします。本日９月２９日、午前８時３０分より議会運営委員会を開催し、令和５

年第４回太地町議会臨時会運営について審議いたしました。会期は、本日１日とします。日

程につきましては、お手元に配付しているとおりです。なお、本日、町長の提案理由の説明

を受けた後、議案審議を行います。以上、報告を終わります。 

○議長（福田忠由君） 

  議会運営委員会委員長の報告を終わります。ただいまの出席議員は１０名であります。定

足数に達していますので、令和５年第４回太地町議会臨時会は成立しました。ただいまから、

令和５年第４回太地町議会臨時会を開会いたします。これから本日の会議を開きます。議事

日程は、お手元に配付したとおりです。 

                                           

△日程第１ 会期の決定 

○議長（福田忠由君） 

  日程第１ 会期の決定の件を議題にします。お諮りします。開会前、議会運営委員会委員

長から報告ありましたとおり、本臨時会の会期は、本日１日にしたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、会期は、本日１日に決定いたしました。 

                                           

△日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（福田忠由君） 

  日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２７条の

規定によって、２番、森岡茂夫君及び３番、海野好詔君を指名いたします。 

                                           

△諸般の報告 

○議長（福田忠由君） 

  諸般の報告をいたします。本臨時会に説明員として出席要求を行い、出席通知のありまし

た者の職氏名一覧表をお手元に配付しています。本臨時会に付議されております議件は、令
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和５年度太地町一般会計補正予算（第５号）１件です。これで諸般の報告を終わります。 

                                           

△日程第３ 町長の提案理由の説明 

○議長（福田忠由君） 

  日程第３ 町長の提案理由の説明を行います。三軒町長。 

○町長（三軒一高君） 

  皆さんおはようございます。令和５年第４回太地町議会臨時会開催に当たり、議員各位に

は、お集まりいただきありがとうございます。今臨時会に提案いたしました案件は、一般会

計に係る補正予算１件であります。詳細につきましては、担当者より説明いたしますので、

よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  町長の提案理由の説明を終わります。議案の審議を行います。 

                                           

△日程第４ 議案第３７号 

○議長（福田忠由君） 

  日程第４ 議案第３７号、令和５年度太地町一般会計補正予算（第５号）を議題とします。

事務局長に朗読させます。 

（事務局長朗読） 

○議長（福田忠由君） 

  説明を願います。執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  太地町一般会計補正予算（第５号）についてご説明いたします。１ページをお願いします。

この補正予算は、３，０００万円を追加し、予算総額を３６億２８２万７，０００円とする

ものです。第１条にその旨、規定しております。このたびの補正は、清掃センターに資源ご

みの分別回収場を建設するための基本設計業務委託料の計上です。計上額は３，０００万円

です。清掃センターの資源ごみ分別回収場の建設のための費用であることから、太地町塵芥

処理場建設資金基金を取り崩し財源といたします。説明は以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  説明を終わります。質疑を行います。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  まず、６ページのこの基金の残高を教えてください。それから、今回の基本設計業務のそ

もそもの目的を教えてください。それから、基本設計に入るといういうことなんですが、こ

こに金額が示されてるということは、もう施設の規模だとか構造、それから予定額等があら
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かた設定されてると思いますので、それも教えてください。それから、基本設計業務が３，

０００万というのは非常に高額、これに後、実施設計、監理業務とか入ってくると思うんで

すが、この基本設計が高額なその理由を教えてください。それから竣工までのスケジュール、

今どういうふうに予定しているのか、以上、教えてください。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 

  基金の残高ですけれども、２億８，７０６万８,０００円となっております。今回の業務

委託の理由なんですけれども、こちらにつきましては、旧焼却場が昭和５２年に整備いたし

まして、こちら約２４年８か月稼働しておりました。こちらのほうが、今年度に入りまして

壁の一部が落下、建物の一部、倒壊の危険性も高まりましたので、こちら撤去をしていく、

検討していく中で、こちらの跡地利用に向けた設計を行いたく予算計上させていただいてお

ります。規模につきましては、これから検討を進めていきたいと考えております。こちらの

金額なんですけれども、こちら跡地利用、後、解体と事前調査といたしまして、こちら長年

焼却してきておりました関係でダイオキシンの調査、後、昭和の建物になりますので、こち

らのアスベストの調査等も行います。ですので、こちら見積もりとったところこの額になっ

ております。予定につきましては、令和６年度に実施設計を行いまして、６年度中に事業を

開始できればと考えております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  今、基本設計業務の金額に関してはお答えはなかったんですけど、これ、今、国土交通省

のほうでこういう施設設計する場合のガイドラインが出てますが、それは今は、昔の場合は

何億から何億の建物は何パーセントとか、そういう算出方法だったんですけど、今は平米数

プラス施設の種類、これで算出することになってるのであらかたの平米数は決まってるんじ

ゃないでしょうか。それから、先ほど既存施設の壁が一部落下して倒壊の恐れもあるという

ことで、それは今近づかないようにバリアがしてある、ちょっと一段高いところですか、そ

れとも本体、今作業中のところも危険なんでしょうか。以上、２点教えてください。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 

  このたび整備するところにつきましては、旧建屋、焼却をしておりました、建物面積で言

いますとだいたい５２８平米の建物を撤去し、その後、跡地を利用してということで考えて
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おります。危険となっている建物なんですけれども、こちらはちょうど立ち入り禁止をして

おります、まちのほうから来ると手前に建ってるところの建物が一部壁が落ちたりとかとい

うところで、今回の検討となっております。算出方法につきましては、先ほど申しましたと

おり３点、事前調査と建物の撤去と整備というところで、今この規模につきましては、今後

の検討になるんですけれども、そちらの基本的な考えをまとめるというところで、その業務

に対してこの額ということで見積もりを受けておる次第でございます。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  ７ページなんですけれども、これ資源ごみ分別回収場整備工事基本設計業務委託料という

ことになってるんですけれども、これを読む限り、新しい施設をつくるための設計というよ

うに捉えられやんかなと思うんですね。多分、壊すのに相当いろいろなものがいると思うん

です。僕は壊すのに基本設計を引くのかなというように考えたんですけれども、今の説明で

は３点ということなんですよね。だから、そこら辺で壊すのが本来の目的なのか、壊すのが

目的であって、付帯として分別をしていくやつをつくっていくのかというように、どちらか

なのかちょっと分かりづらいんですけれども、そこら辺どうなんでしょう。あれはもう壊し

たほうが私はいいと思うんですけど、そこら辺ちょっと説明してください。 

○議長（福田忠由君） 

  漁野副町長。 

○副町長（漁野洋伸君） 

  海野議員言われたようなことなんですけれども、一応、先ほど下津のほうから事前調査と

か、それから解体工事、建設部分の調査費ということで、文言としてはこのような形になっ

ております。海野議員ならよくご案内のとおり、一応これに関して補助金を、一応補助金と

か起債とか、もしいけるんであれば、我がまちにとって有利なことで進めたいなと思ってお

ります。ですから、本来これが壊すのが目的とか、なかなかちょっと言いづらいようなとこ

ろもございまして、そのようなことでご理解いただきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  分かりました。私も恐らくそれをくっつけて、財源の確保に努めるのかなというような気

がしたんですけど、分かりました。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑はありませんか。１番、漁野君。 
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○１番（漁野尚登君） 

  旧焼却場の使用をやめたのは昭和何年、平成ですか、いつやったのかちょっと教えてくだ

さい。それから僕、これ初めて条例見たんですけども、太地町塵芥処理場建設資金基金条例

というのを見たんですけど、設置の目的、積立て、管理、運用益金の処理、委任というのが

書かれておるんですけども、これ、どういうときに利用できるのか、どういうときに取り崩

しするのかというのがちょっと分からんのですけども、建設資金なんでね、こういうことに

使えるのかなと僕思うんですけど、その辺ちょっと説明してください。どのようなときに使

えるかというのが書かれてないんで、その辺ちょっとすいませんけど、お願いします。それ

から、委託料なんですけども、これ一般競争入札にするのか、指名競争入札にするのか、そ

れとも見積もり入札にするのか、どういう入札するのか教えてほしいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 

  古い建屋の使用年数なんですけれども、焼却のほうは平成１４年の１１月まで使用してお

りました。その後は資源ごみ等を一時保管、分別というところで使用してたんですけれども、

こちら令和の初期、２年ぐらいにちょっと建物のほうの傷みが激しくなったということで、

そちらのほうでの作業はとめております。３年からは、今の状況で立ち入りを禁止している

状況にあります。こちらの入札方法につきましては、こちらのほうはちょっと随意契約とし

て進めさせていただきたいと思います。この設計の予算計上に至った経緯につきましては、

先ほどもご説明させていただいたとおり倒壊等の危険性があるということで、早急に取りか

かりたいということでございます。時間が非常に限られている状況にございますので、今回

は随意契約とさせていただきたいと思っております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  基金条例において、取り崩しについての規定がない、どういった場合に使えるかどうかと

いうようなご質問についてなんですが、この基金条例が、建設費の財源を積み立てるために

設置するということで、建設費、塵芥処理場を建てるために貯金しますよということで、目

的としてつくられておりますので、そこの目的規定をもって建てるためだからそれの財源と

するということで読めるとこちらは考えております。これ、平成３年につくられてるんです

が、いろいろ他の市町村の条例とか見ましたところ、昭和５０年とか、そのぐらいの古い、

この平成３年もそうですけど、それぐらいのところの条例というのが、この建設費の基金条

例、建設するために基金をつくるんですということは、建設するために取り崩すというとこ
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ろで読めるということで、どういう場合におろせますとか、そういうことを規定していない

条例と、きちっとこういうものに使うためにおろしますという規定が混在しております。漁

野議員が疑問に思われたようなことももっともだということで、そういうふうな流れが出て

きたのか、この新しい条例、新しくつくられてる基金の条例には、その処分についての規定

がある条例のほうが多くなってきております。ただ、例規の規定の仕方、例規のつくり方、

それはその時代、その時代の流れというのがありまして、この時代については読めるものは

あえて規定しなくていいんじゃないかというような考え方と、規定しましょうという考え方

が混在してて、それが最近、やはり規定しましょうという流れになってきてるのかなと考え

ております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  １番、漁野君。 

○１番（漁野尚登君） 

  随意契約ということは、もうどことやるというのは決まったあるんやね。決まってないで

すか、もし決まってたら委託先教えてください。それと、やっぱりこの条例なんですけど、

やっぱりどういうときに取り崩せるかというのを、やっぱり僕は入れといたほうがええよう

に思うんですけどね。なんかこれ読んだら、太地町、焼却場をつくるための条例なんで、基

金なんで、この条例からすると、新しい焼却場をつくるのにしか使えないというような僕は

理解してるんで、これには使えないんじゃないかなと思たんですよ。当局は使えるんだとい

うことなんで、はっきりしといたほうが僕はええと思うんで、その辺また検討しておいてく

ださい。それから、この運用益金の処理というのがちょっと分からんのですけど、何の運用

をするのかなと思って、それはこの基金からしたら、基金の目的からしたら、ちょっとおか

しいなと思うんですけど、この辺のこの運用益金の処理というのもちょっと教えてほしいと

思います。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 

  委託先につきましては、株式会社日産技術コンサルタントを考えております。現在、策定

を進めております循環型社会形成推進地域計画のほうを請け負っていただいておりまして、

また、清掃センターのような類似施設に関する事業では、実績のある事業者となっておりま

す。また、清掃センターのごみ積み替え施設への変更に係る設計にも携わっていただいてお

りましたので、本町の施設についても熟知していただいてる事業者となっております。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 
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  執行会計管理者。 

○会計管理者（執行貴弘君） 

  基金の運用についてなんですが、基金第３条のほうに管理ということで、基金に属する現

金は金融機関への預金、その他、最も確実かつ有利な方法により保管しなければならないと

規定されておりまして、単に貯金して持っとくよということではなくて、集めて貯金してる、

持ってる現金を有利な方法で保管しなさいよというようなほうに規定されております。なの

で、本町としては、この最もかつ有利な方法というのは今の預金、貯金しておくことと考え

ておりますのでそのようにしているんですが、自治体によっては、債券運用ということで株

式や有価証券や、そういうことを利用して、基金を増やしていくと、ちょっとでも増やして

いくというような運用されてることもありますので、そういうことを規定しているものにな

ります。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ないですか。３番、海野君。 

○３番（海野好詔君） 

  随意契約というお話を聞いたんですけれども、専門的なこと等いろいろな経過があって随

意契約はやむを得ない場合も僕もあると思うんです。ただ、そこら辺でその随意契約する場

合に、向こうの言い値ばっかりの値段じゃなくて、やはり、うちとしても基本的な金額とい

うんですか、そこら辺を考慮しながら契約をしていただきたいというように思います。以上

です。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 

  ご指摘の点、考慮して進めていきたいと思っております。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。２番、森岡君。 

○２番（森岡茂夫君） 

  今朝の紀伊民報を見ると、分別ごみの再資源化が和歌山県がまた今回も４７都道府県の中

で最下位、これで相当あの最下位が続いております。その中でも、太地町は和歌山県の平均

を上回ってるんですが、今回の基本設計業務にその再資源化の率を高めるという、そういう

ことも目的に入ってるでしょうか。 

○議長（福田忠由君） 

  下津住民福祉課長。 

○住民福祉課長（下津公広君） 
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  基本的な考え方、設計、これから検討していくんですけれども、そういう資源化というと

ころも含めて検討していきたいと思います。以上です。 

○議長（福田忠由君） 

  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  質疑を終わります。討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  討論を終わります。これから議案第３７号、令和５年度太地町一般会計補正予算（第５号）

を採決します。お諮りします。本件は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、議案第３７号、令和５年度太地町一般会計補正予算

（第５号）は、原案のとおり可決されました。お諮りします。本会議中に議員の発言の中で

不適切と思われる発言があれば、その部分を会議録から削除することについては議長に一任

されたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田忠由君） 

  異議なしと認めます。したがって、本会議中に議員の発言の中で不適切と思われる発言が

あれば、その部分を会議録から削除することについては議長に一任することに決定いたしま

した。 

                                           

△閉  会 

○議長（福田忠由君） 

  これで、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。令和５年第４回太地町議会臨

時会を閉会いたします。 

 

閉会 午前９時２４分 
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